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出現、アオコ発生などがあったo しかし世界

会員研究会「生死と生存」第4回 的にはもっと深刻な例があり、例えばスイス

日本と世界の湖沼環境問題 のボーデン湖は琵琶湖と比較して劣化の程度

一人と湖の共存のためにー� は温かに大きい。湖のような問題の解決への

手がかりとして、琵琶湖における環境浄化の

3月� 12日(金)、 「生死と生存j会員研

究会が滋賀県琵琶湖研究所にて開催され、表

記のテーマで大阪市立大学名誉教授、琵琶湖

研究所所長吉良竜夫氏が以下の内容の発表を

行った。

現在、水環境は世界の環境問題の中でも重

要なもののーっとなっている。地球規模でみ

ると、淡水の存在量は極めて少ないものであ

るが、その中で、湖沼のウエイトは大きく、

今日では従来と異なり、人間の生活用水とし

て使われることが多くなってきた。その意味

もあり人工湖などが増えてきた。その湖沼環

境の劣化は、先進国、発展途上国を問わず問

題となっており、解決が急がれている。湖沼

の6大環境問題としては、土砂の流入による

堆積、水位の低下、酸性化、毒性物質による

汚染、富栄養化が挙げられる。これらのすべ

てが極端に進行すると、生態系の破壊、生物

の多様性の喪失を招く。

琵琶湖の富栄養化の経過を例に取ると、� 

1920-30年代の繊維工業の集中、� 195昨代の

高度成長、滋賀県の工業化・都市化の進行、� 

1960年代の水質悪化、プランクトン量の増

加、水道水のカピ臭発生、その後の淡水元胡� 
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試みもあるが、中国・欧米で繍捌鞍の劣

化の問題には、水文化の相違を考慮に入れる

必要がある。

今回は東京を緯れて開催したにもかかわら

ず、関西のみならず関東、 ~l堂などから 14

名の会員が参加した。

当日研究会終了後、また4月3日(土)に

は「生死と生存J委員会錫継され、平成5

年度もしばらく植物学を中ωこ生態学との関

連で研究を進めるが、費財伴にも言及してい

くことが荘厳された。

(なお、今直的会員研究会が第4固です。委

員会を第� 1固と数えたためにニュース既報分

は一四分づっずれてしまいました。~言切ごし

て訂正をお願いいたします。)

第5回生存秩序と入信欄係研究会

現代世界とリストラクチゥアリング� 

3月22日(月)午後6時より、八千千個

際大学経済学部直線弱培勉受が事議切テーマで

発表した。その概要t訂以下のとおり。

「秩序」には「システム」でなく「レデゥ



ム」というコンセプトを使いたい。前者は法

則的解明であり、後者は原理的解明である。

後者の解明にはとりわけ社会性が重要な意味

をもっ。機能的相互連関より構造民蛾能連関

が重要である。

現代は「振り返れば未来が見える Jという

ほど単純な時代ではなく、その潮流はパラダ

イムの転換を包摂する混沌とした時代といえ

る。近代は、進歩・成長が善であるという歴

史認識・社会認識のもとに、還元主義的二元

論の世界像で、機能性、経済性、効率性の価

値観が支配した。今それが壁にぶつかり「予

定調和的進歩」や「無限成長」といったコン

セプトは説得力を失い、 「汚染なき進歩」や

「地球規模の相互連闘の時代」に移ってき

た。先進諸国では物質文明が成熟期に達し、

未来にむかつて進むという時間軸(通時態)

からなる観念が希薄化し、空間感覚(共時

態)が再浮上してきている。大量牛彦、大量

消費のフォード・システムがいつまでも続く

ことが許されるのか。生産ではなく配分に重

きを置くようになってきた。技術革新による

生産性の向上で配きの上昇を狙うこともでき

るが、配分のあり方によっては新たな社会的

不公正が生まれる。

一方では「機械の時千切五ら生命の時代ヘ」

と科学技術の発展軸が変わろうとしている

が、そうすれば知の構造や学聞の胃語集が不

可欠となる。 19世紀は階級的対立という視

点で社会科学は見てきたが、 20世紀は学問

全体が有機的に繋ってシステム化してきた。

進歩・成長から定常化・成熟へとパラダイム

シフトが求められ、そのソフトランディング

が 20世紀末のリストラクチゥアリングのポ

イントである。これこそが今後の生存への基

本的な条件ではなかろうか。成長と定常化と

は綱引の蔦藤のなかにあるが、それがむしろ

必要であり、そこから新しい理念が生まれ

る。 
20世紀末は進歩から配分ヘと変化カS求め

られるが、配分では正義と公正が問題とな

る。体制(理論)類型(歴史的比較)階級 
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(政策)という概念構成だけでは充分でな

い。市場議霊前i羽駒豊かさのなかに心の不

安が生まれる。西蜘挺側識は近代自然法

の考えによる。その説躍を見つめるとコスモ

ロジーが閣題となる。それを形成する独自の

価値観がある。

そこでどう考えるのか。競争と効率の経済

システム、公正と正義の政治システム、協調

と謁積的社会システムと、その全てが重なる、

共存の世界を合む「総合桜政策体系Jや、政ー

治、経済、宗教、芸術、科学、哲学、人倫を

包摂するコスモスとしての「文仕諸領域の統

合システム」を考えている。この倒直観は構

造連関、発展連関、倒直連関があり、ここに

文明の構造と変動と基本民僻組がある。その

社会経煙史的考察が必凄Pであり、自然生警助

事実、生虚構造、環境科学、生命科学からの

生命の再生産を考え、その総合を価値観で行

う。これが人倫である。人隠初倒直観、それ

が生存の理設であろう。倒醐は文イkから生

まれる。文イt1J)中ωこ版籍党がある。排除の

理論ではやれなくなる。多様を統一する知

恵、それはアジアにあるのではなかろうか。

今回は、研究会メンバーの他、板垣、向山

両蘭苛も出席され、活発な討議治桁われた。

第5回臨調司題研究会

第 2 次医療法改正  

4月 16日(金)午後3時より表記研究会

が開催され、厚生省保健医療局会福理松本議

幸氏が「改正医療法、政省令事項等の主な内

容」と題し、また厚生省薬務局地谷荘一民が

「医療法改正の概要、医薬品を囲む環境¢激

変 Jと題して夫々発表を行った。

松本氏は、医療法制陣蜘23年に銅旋され

たまま 40年近くも放置されてきたこと、昭

和 60年に第 1次改正治桁われ、医療圃の設

定と地鐘展望計画が盛り込まれたこと、平成 
4年から第2次改正が器輸され、今年か

ら全面的に施行されたこと等を紹介してか



ら、日本の医療は量的レベルでは世界的水準

に達したが内容が問題であり、これからは治

療から GL志向に向かい、医療と保健と福祉

のコーディネーションや大病院への患者集

中、医療費の適切化が問題となると、今回の

改正の背景を説明し、特定機鑑病院、療養型

病床群等について解説した。医療法改正は健

康保険法や老人医療法とは別に医療のあるべ

き姿から発想されてはいるが、健康保険法や

老人保健法のほうが先行した部分もあり、そ

のために狙いが誤解されたり、細部について

の分かりにくさがあることを指摘した。

池谷氏は、今回医療法改正の概要を説明し

た後、今回の改正で、医療の担い手として医

節、歯科医師、看護婦とともに薬剤自防明記

されたことを指摘し、それに伴なう義務の増

大に注目しなければならないことを強調。つ

いで、提出資料に基づき、今後の医療費の増

大のインパクトで製薬企業、薬局、薬剤菌防三

どういう影響を受けるか、またそれにどう対

処すべきかについての見解を披露した。

第 6回東西の健康観・医・薬研究会

東洋的老いはあるか?  

3月 11日(木)午後、表記のテーマで、

自治医科大学看護短人蒜村拓氏と前東京急恵

会医科大学精神科教授新福尚武氏が、それぞ

れ「文化としての老い J r近代人にとっての

老い jと題して発表した。概要は次号紹介。

房副ヒプロジェクト 安家研究会

安家の明日を考える会  

3月 28日(日)、 「安家の明日を考える

会 j第 5剛竣家成人大学の名のもとに開催

され、住民との対話が行われた。会議では、

生存研小泉浩郎会員(東北農林試験場)が

『埠《ね》そう・安家の里』と題して発表し、

その話題を巡って対話がなされた。

小泉委員の発表の概要は、まず、現在の農

業・農村の間包宗として、 「むら jを種れる 
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若者、老人百姓から老人ホームへ挺識する

家族、食卓のない家庭、見却らぬ人々の「む

らJ等を指摘し、その織統のなかでもどの家

にも後継者とお嫁さんのいる編戸が孤阪〉小さ

な島、愛媛県ぬ1J市釣島を紹介、次いで、明

日を開く道として、農耕型(定住)社会、都

市型(高移動)社会、回国型(定住・交流)

社会の視長から時代を読むこと、 「土場三な

い Jr担い手がいない Jr物カ治っている j
「だから農場は駄目だ Jという常識を破るこ

と、付加醐験、自給農業、いきいき農業

へと発想を転換させることを梅宮し、 「縫そ

う・安家の里 Jとして、自治と共生の星鑓

し、住民主体・地域合理・生活中心の里滋し

の基本、働き方の革薪(アイデアを生かし、

技を磨き、コストに学ぶ)、馨しからの革新

(風土を生かし、余裕を持ち、手作りを楽し

む)、遊ひで方の革新(趣味を生かし、併欄を

広げ、地域と結ぶ)を呼びかけた。

最後に、人間としての生き方、生活の潤

い、経済の豊かさを目標として、暮しのたて

方、自然の恵み、ここに住むことの楽しさ、

食べ物、危換や期司な環境、保健・医療等を

点検し、安家の自慢話・そのシンボルはなに

か、次の時代に何を引き継ぐのかを、歩きな

がら考えようと結んだ。

男1府市¢総合調査研究のき本構想

一「人間性回復都市べっぷJの

実鋭句展開のため併健司書ー 

3月末、丸刈プロジェクトの一環として行

われてきた生存研と >>IJ府市との共同研究の表

記報告書防当識した。この研究は、より実績

的、総合的、広樹拍な視紛3ら、平成5年度

は訟話芸契会の補助も得て続けられる。

力州プロジェクト

健やカY乙生きるまち肝属郡

プロジェクト:第 1回研努委員会

平成4年度の肝属研究会(肝属郡保健医療



フ.ロジェクト)が、平成5年度は船舶振興会

の補助を受けての「総合科学的手法に基づく

都市づくりの調査研究」の一環として、 「健

やかに生きるまち肝属郡プロジェクト(仮

称)Jと改名再出発し、� 4月19日(月)午

後2時より開催された。

フ.ロジェクトの目的は、肝属郡医師会病院

に保健センターを併設し、肝属郡の健康生活

を充実させ、あわせて、自然環境、文化環

境、産業環境の整備も考慮し、根占、大根

占、田代、佐田の諸町がより健やかに生きる

ための諸条件を、実践的成果を目指して総合

科学的に検討することである。

第� 1回は、新たなメンバーもいるため、肝

属医師会病院今隈院長から肝属郡の諸事情、

肝属医師会病震の保健医療活動、それらの問

題煮をあらためて伺い、またこれまでのメン

バーがこの研究会関連のこれまでの検討経過

を説明した。

これに関連した討議のあと、今後の進め方

について協議し、肝属郡4町の住民や自治

体、鹿児島県、鹿児島県医師会にも箇力を得

るよう努力しながら進めることが合意され

た。

平成�  4年度第�  3回理事会

同 第� 2回評議員会

3月29日(月)午後2時より、平成4年

度第3回理事会が開催され、熊谷祥前理事長

の後任理事長選出が行われ、全員一致で中尾

副理事長を選出し、理事長就任を依頚した。

しかし中尾調理事長は諸般の状況から、調理

事長のまま理事長磁を行い次の理事長選任ま

で全力を尽くしたいと申し出られ、全員一致

でそれを了承した。

次いで午後2時30分より、理事会、評議

員会合同で会議が続けられ、平成5年度事業

計画、収支予算案が審議され、全員異議なく

了承された。� 
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公到言託武見書支娃存m明賓室金

第� 2 4 回運営委員会�  

3月25日(木)第24回(平成4年度第� 

3回)運営委員会縛継され予算審詠刀後、

貴裕祥運営委員長ご遁去による欠員の補充と

して板垣奥一氏料館され、同駅こ全員一致

で同氏か湯温営委員長に選出された。

研究所日報


3月22日(月)剤師市報告書作成会議
 
3月25日(木)武見越注柄伴研究基


金運営委員会� 

3月29日(月)生存科学研究所瑳事会� 

4月� 1日(木)編烏j、委員会� 

4月15日(木)ビデオ『生存』上映� 

4月23日(令)川崎病研究委員会
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Take.i Progra.Se.inar 

2/22 Fighting S.oke with Fire千ublic

恥althApproaches to Control 

Tobaccσ Use 1 G.白則的l1y 

31 1 Fixing A.erica's Health Care Sys-

tem :Lessons frOllOther Countries 

1H. Hiatt 

31 9 Contexts of Fe.ale 恥alth in Sub-

Saharan Africa/K.恥ggen加ugen 

3/17 Creating a Public 恥althSystell 

for Unrecognized Palestinian 

1H.Kanaaneh 

3/22 Sociology of Co-.mi ty Based 

Health and肱血鉛�  Services/L.Prado 

41 5 Health and Private Sector/P.Berman 

4/12 Chagas Disease Cardio・~pathy in 

恥nduras 1 M.Santos-Sierra T 

ake.i LWlC恥∞�  

2/18，2/25，3/18 Research Update 

~.Obikeze ，M. Deng ， P. Mohankular 

3/ 4，3/11，4/8，4/15 Weekly Lunche∞ 
3/25 Cross Nati侃� alc<凋Q>ari鉛� nof恥ral

恥alth Services 1M.Pra陥S8副


